
プロジェクト 農業・農村インフラの機能の確保

目 標

挑戦する内容

関係者の声

＝対話

役割分担

変革後の姿 ・土地改良区や市町村との連携強化により、農業・農村インフラの機能を健全に維持

・地域の共同活動や営農活動を通じて、農地保全や地域コミュニティを維持

・多面的機能支払交付金の取組面積 R5：44,204ha → R10：44,204ha

・多面的機能の維持・発揮に向けた地域の共同活動や営農活動を推進

・地域共同活動の継続に向けた持続可能な組織体制づくり

・施設管理の主体を担う土地改良区の統合整備や男女共同参画等の推進による組織の運営

基盤の強化

・過疎化や高齢化が進んでいる活動組織では事務処理ができず地域の共同活動の継続が困

難（生産者）

・末端水路の老朽化が進行。農村人口が減る中、施設の適正な保全管理が困難（土地改良区）

・生産者・土地改良区：共同活動の実践、活動組織の組織運営、農業インフラの保全管理

・市町村 ：地元調整、活動組織への技術的指導・助言

・県 ：事業の実施、地域の共同活動や営農活動への支援

４ 農山漁村振興

第３章

令和８年度計画

挑戦する内容

対話

１ 多面的機能の維持・発揮に向けた地域の共同活動や営農活動を推進

・地域が共同で行う地域資源の保全管理や中山間地域等の農業生産活動を支援する

日本型直接支払制度を推進

・新たに推進協議会を設置し、中山間地域等における市町村や協定の取組を支援

２ 地域共同活動の継続に向けた持続可能な組織体制づくり

・研修会等を通じた新たな制度の普及周知やリーダーの育成、活動組織等の広域化

による事務負担の軽減を促進

３ 施設管理の主体を担う土地改良区の統合整備や男女共同参画等の推進による組織

の運営基盤の強化

・土地改良区の統合整備や土地改良区における女性理事の登用促進に向けた啓発や

助言

・経営収支の健全化、人材確保等による運営基盤の強化及び関係者と連携した地域

の農業水利施設等の保全管理などに向けた土地改良区の計画策定に対する支援

・部会を開催し、事業の進捗状況を把握するとともに、意見を参考に事業構築（７月、１月）
・多面的機能支払推進協議会主催の研修会等を開催し、農業者などで構成される活動組織と組織運営や後継

者育成等について意見交換し、活動の継続・拡大に向けた取組を検討（２回）
・青森県中山間地域活性化研修会等を開催し、集落協定に基づいて農業生産活動を行う農業者などと新たな事業
制度や事務負担軽減に関する優良事例等について情報共有し、持続可能な体制づくりを検討（１回）

・土地改良区と統合整備や女性理事登用に関する課題等について意見交換し、土地改良区の組織運営基盤の
強化に向けた対策を検討（20回程度）

農道の保全管理（敷砂利）
（中山間地域等直接支払）

活動組織との意見交換
（多面・中山間等直接支払）


